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緑 花 

 

３日（土）地区駅伝大会（女子 9:00・男子 10:10スタート） 

６日（火）スクールカウンセラー来校日 

７日（水）中間テスト（国・理・社） 

８日（木）中間テスト（英・数）＊部活動再開 

９日（金）追試・生徒会専門委員会 

１１日（日）第２回英語検定試験（１次） 

１２日（月）教育実習スタート（～３０日）＊３名 

１４日（水）校内研（研究授業（2-2）：国語科・佐渡山圭吾先生） 

１７日（土）第２回数学検定試験 

１８日（日）家庭の日（部活動停止）石 P連意見発表大会（白保中） 

１９日（月）第２回お弁当の日 

２０日（火）３年・学力調査（国・理・英） 

スクールカウンセラー来校日 

２１日（水）３年・学力調査（社・数） 

２５日（日）合唱コンクール・石中祭（授業参観日） 

２６日（月）振替休日 

２９日（木）月の時間割 

３１日（土）第２回漢字検定試験 

家庭学習強化旬間・教育相談週間 ９／３０（水）～１０／７日（水） 

１０月の行事予定 

朝夕、過ごしやすい季節になってき

ましたね。月日が経つのが早い！ 

もう１０月に入ります。 

９月は読書も秋ということで読書

月間の取組の充実がありました。 

１０月は２学期中間テストを控え

家庭学習強化旬間の設定。今年度か

ら本校オリジナル家庭学習を配布

していますが、内容の充実が課題と

してあがってきています。ご家庭で

もお子さんの家庭学習をチェック

し激励しアドバイスをおくってく

ださい。宜しくお願いします。 

文化の秋・スポーツの秋・食欲の秋 

にふさわしい月となっています。 

今月も頑張りましょう！ 

裏面には、コロナに関する講話の内容をまとめたものを掲載しています。（ご存じの内容かと思いますが） 

２５日（金）の５～６校時に３年生と保護者を対象に石垣島にある３校（八重山高校、八重山商工高校、

八重山農林高校）をお招きし、学校説明会を行いました。また、本校進路主任 波照間督起教諭から「令和

３年度高校入試」について説明がありました。島内の学校に関してはある程度のことは知っているかと思

いますが高校入試についての推薦・一般入試の流れ（日程）や事前に準備するもの等の説明もありました。 

本島・県外の学校説明会への参加者も今後、予想されます。早めの担任・進路担当とご相談を！ 



～地域で生き抜く“withコロナ”～ 

・コロナウィルス→２０１９．１２/３０→中国で発生 

・現在の感染者数→全世界で約３．０００万人（実際はその１０倍ぐらいはいると思われる） 

・パンデミック（Pandemic）→Pan（全ての）demic（人々） 

WHO→全世界でさけられないもの 誰もがかかる可能性があると宣言 

・現在の状況→沖縄県：人口比率の５％（高い）＊医療体制はしっかりしている 

→なぜ、怖いのか・・・致死率が高い（高齢者・免疫不全者）＊８０歳以上→１５％が死亡 

・感染経路（３つ）①飛沫感染・②接触感染・③空気感染 

 対応：①マスク・フェイスシールド 

 ②手洗い・うがい（約 20秒間）＊手で触ったあと→顔・口・鼻・目を触ることで感染へ 

 ③マスク・換気を行う 

・潜伏期間（２～１４日間）＊観察チェック２週間の根拠 

→感染力のピークは、症状が出た日→その日をピークに下がっていく。 

→症状が出る２日前→魔の２日間と呼ぶ（発症前からウィルスを保持） 

→対策として、早期発見が大事（症状が分かりにくい面があるが）＋マスク着用・手洗い・うがいは徹底 

・検査→①抗原検査（簡易検査：２０～３０分→偽陽性の問題 ２～３割程度の感度） 

②PCR検査（時間がかかる→６～７割の感度） 

③抗体検査（数ヶ月前の感染の有無がわかる） 

 

 

☆学校における感染対策 

①リスクに応じた隔離対策 

・校長による合理的な理由の発令、休みやすい環境づくり等→積極的な対策 

②有症状者を迅速に見つける環境整備 

・渡航の事前申請（旅行届）及び情報収集→本人：行動が引き締まる 他の人：予防の準備 

・健康観察チェックシートの記入徹底（帰島後） 

③生徒-保護者-教師-地域の相互教育 ＊地域のレベルをあげていく→ withコロナ（地域への発信は学校） 

 ・いつでも・どこでも・誰でも感染する状況である（感染者を責めない＝心の免疫をつくる） 

  →新型コロナウィルスの社会的症状をインフォデミック 

（大量の情報が社会に影響を与える。デマ・パニック等の混乱を招く） 

最強のワクチンは生徒-保護者-教師-地域の相互教育 

＊どの地域にも必ずコロナは入ってくる事実を共有する 

＊感染者を責めない社会づくりを生徒・保護者と考える 

＊学校発信で地域の withコロナを形成していく 

 

いつでも・どこでも・誰でも感染することを前提に態勢を整えておくことが大切。 

＊悪いのは感染者（人）ではないコロナウィルスである！ 

マスク着用 

手洗い・うがい 

（エチケット 

・マナー） 

手洗い最強！と話していました。 

明日から１０月に入りますが、市教委から郡外に渡航した場合の登校について変更がありました。 

（昨日、発出済みのお知らせを確認してください。） 

郡外（県内）渡航の際は、①旅行届（職員・生徒）を提出すること。帰島後には②健康経過観察チェック表

（２週間）の提出（職員・生徒）を持って出勤・登校を可とする。 

県外においては、また帰島後１週間の出席停止及び７日間の健康観察がありますのでお間違いないように

宜しくお願いします。（県外に出る際も旅行届の提出・健康経過観察チェック表の提出は同様です） 

全国・県内・郡内・石垣の状況によって変更等が出てくると場合もあります。ご了承ください。 


